






















































































































































































































































































































;『 丁から患者の病）犬について’ 一Ｊ ;報提供を受けた
:『 丁からトイレや入浴などの被 鳥管理への丈･応について’ 青#風 裏した
パンフレットから、 ２１１ 制の可iｉ 。。 生を知り､原:染予防の必要’生を‘伝えた
ノ、／ソレツトと同冗ｸﾞｩ川司わ恒夛~Ｃ仮Ili藍管理について説明した
パンフレットを用いて副 ン ＝ １.生活上の注意点を指導した
先輩達t)経験がないので一緒に学びながらケアを行った
勉強会には出なかった で､その時の資料を見た
インターネットでゼヴァリンの情報収集をした
パンフレットと
患者の理解
度を確認する
二とで対応し
た患者指導
患者の治療に対する理解度の
確認
自信がない中でのパンフレット
での指導
淀Ｉ旨導
患者にどのような説明を受けたか聞き､パンフレットを読み合わせた
新しい治療であることを患者が知ってたから患者に知っていることを確認して､それにつ
いて医師に確認した
被 Eについて患者自身が理解しているようであり､確認のみ行った
被曝については外来で濁いているようだった
わからなかったのでパンフレットを読み合わせた
知 蔵がないのでパンフレット以上のことが説明できない
退院後に感染予 坊について注意す』Ｉ5よう説明した
治療当日は
安全･確実に
ゼヴァリン投
､与を行うこと
が優先
リツキサン投与とスケジュール
重視
連絡体制の重視
治療当日はスケジュールを童１具して 對わった
治療当日はリツキサン投与を［.心にアイソトープに行くことを説販 した
治療日はアレルギーのこととスケジュールが重要であることを説リｌした
治療当日は治療がスムーズにいくように核医学科医師･血液内科医師･薬剤師･看護師
間の連絡に注意を払った
患者指導を
行う中で感じ
た知識不足
治療への理解不足
骨髄抑制の情報不足
被曝管理の理解不足
高額医療の無知
被曝管理への不安
対象者･仕組み､スケジュール､被曝管理､退院後のことがわからない
治療のスケジュールに加え､使用薬剤の種類までの知識がない
他の治療とは違う気がする､でも中身はわからない
すぐに退院するし､副作用のない新しい治療 ノ
未知の治療
アイソトープ検査みたい
1～2カ月後に骨髄抑制が来ることは知らなかった
定期検診さえすればよいと思っていた
被曝予防の説明や患者の質問にどう答えればよいかわからない
被曝管理についてはよくわからないが､排泄物の管理くらいは注意しなければいけない
の？
自分が被曝することについてはわからないから気にしたことはない
被曝するんじゃないかという心配はない
高額医療であることはしっているが具体的金額は知らない
保険がきくの？
高額な治療であることさえ知らない
被曝管理について医師の指示はないので迷う
被曝管理について知識がないので聞かれたらどうしようか､=指導できるかと不安があった
被曝は感覚的に嫌｡話すだけならいいけど排泄物は触りたくない
患者指導を
行う上での戸
惑い
患者対応への困難
患者の姿 問
十分に理解しないまま患者指
導をしていることへの恐'怖感
RI管理への疑問
治療ができずに退院となる患者への対応に悩む
3～4日の濃厚接触を避けるように患者に伝えたら空気感染のようにとられてしまい､修
正不可能であった。
何をどう説明してよいかわからなかった
わからないまま患者と関わっていた
患者はパンフレットを読んでいるのか疑問
わからないことがWiiい
濁わりの中で戸惑ったり不安を感iじながら､患者と接していた
波曝管理が統一'性がないから疑 を感じる
ゼヴァリンだけではなくアイソトープ 自体の管理について疑問
RI病棟の決まりに沿ってRI病棟でしか行えない治療と聞いていたのに､なぜか一般病棟
でしている
積極的に指
導していない
自信がない
医師の指示重視
経験不足
患者の知識に期待
質問がない
指導手11個がないから指導していない
注意点とか説明できるほど知識がないので説明しなかった
ゼヴァリンを受ける人の看護を意識して関わっていない。医師の指示に従うだけ
先生にお任せみたいな
1合療経過がわからないから関わり方がわからない
治療後退院してからまったくノータッチだから情報がとりにくい
感染予防について知識のある患者であり､指導とかなくても大丈夫
患者から質問を受けたことがない
統一した患者
教育の必要
性
マニュアルの希望
外来との連携の必要性
精神的ケアの必要`性
医療用パンフレットと患者への退院時指導用のものがほしい
大部屋に入るため被曝管理ついて指導できるものがほしい
統一した説明ができるものがあればいい
外来で高額医療についてどのように：H明されているかが重要
退院後に骨髄抑制が起こるなら退院；曽導したい
リンパ腫の患者の最終手段で､患者は最後の望みをかけている
